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Abstract
The�Nakaminato�Group�(Upper�Cretaceous,�Campanian-Maastrichtian),�which�is�exposed�along�

the�Pacific�coast�in�Hitachinaka,�Ibaraki�Prefecture,�central�Japan,�yields�a�variety�of�animal�fossils�such�
as�ammonoids,�bivalves,�reptiles,�etc.�Here�we�report�seven�newly�collected�fossil�shark�teeth,�including�
Carcharias�cf.�gracilis,�cf.�Carcharias�sp.,�and�cf.�Squalicorax�sp.�In�Japan,�the�Campanian-Maastrichtian�
shark�teeth�have�been�known�from�the�Yezo,�Nemuro,�and�Izumi�Groups.�However,�Carcharias�was�not�
reported�from�the�Campanian-Maastrichtian�deposit�in�Japan.�Squalicorax�was�known�from�the�Izumi�
Group�in�southwestern�Japan.�On�the�other�hand,�this�genus�has�not�been�reported�from�the�Yezo�and�
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1 ．はじめに
茨城県ひたちなか市の太平洋岸に分布する上部白亜

系（カンパニアン階−マーストリヒチアン階）の海成
層である那珂湊層群は，Didymoceras 属などの異常巻
きアンモノイド類や貝類，ウニ類などが産出すること
で知られている（Saito�1958,�1961,�196２ ; �安藤�２００6 ; �
Masukawa�and�Ando�２０18）．また，近年では那珂湊
層群上部の磯合層から，モササウルス類やスッポン類
など大型脊椎動物の骨化石が報告されており（加藤ほ
か�２０17，２０19），白亜紀最後期の北西太平洋域におけ
る海洋および陸上の動物相や生態系を理解する上で重
要な地層になりつつある．一方，海生脊椎動物のう
ち，那珂湊層群より産出したサメ類化石は，Saito
（196２）によって Isurus 属（アオザメ属）の新種とさ
れた “Isurus” nakaminatoensis の標本 1 点が磯合層か
ら報告されているのみで，化石記録に乏しいのが現状
であった．そこで筆者らは主に大型化石を目的とした
継続的な現地調査を行い，那珂湊層群から新たに 7 点
のサメ類の歯化石を得たので報告する．

2 ．地質概要
那珂湊層群は，茨城県ひたちなか市の太平洋岸に分

布しており，全体として北西−南東の走向で，3０°～
4０°北東に傾斜する単純な同斜構造をなしている（安
藤�２００6）．下限は多賀層群殿山層（中新統）と断層関
係にあると考えられ，上限は海中に没するが多賀層群
磯崎層（中新統）と断層関係にあると考えられている
（坂本ほか�197２）．那珂湊層群は下部から築港層，平
磯層，磯合層の 3 層からなるとされたが（田中�
197０），築港層は湾港整備によって現在露頭は認めら
れず（安藤�２００6），これまでに化石の産出は記録され
ていない（坂本ほか�197２）．

平磯層は，沖合性の暗灰色泥岩を主体とし，北西−
南東の走向で，3０°～4０°北東に傾斜する同斜構造をな
している．平磯層中部からは Didymoceras awajiense
が産出することから，西南日本内帯の和泉層群西淡層
の下部と対比されている（Morozumi�1985 ; � 安藤�
２００6 ; �Masukawa�and�Ando�２０18）．和泉層群におけ
る D. awajiense 帯は上部カンパニアン階上部であると
みなされるため（e.�g.�Shigeta�et�al.�２０16），平磯層中
部および上部は上部カンパニアン階上部であると考え
られる．平磯層上部は Hu 1 および Hu ２ の岩相層序

ユニットに細分され（田中�197０），泥岩部の卓越する
砂岩泥岩互層がみられる（安藤�２００6）．

磯合層は，砂岩の卓越する砂岩泥岩互層もしくは厚
層砂岩を主体としており，北西 - 南東の走向で，3０°～
4０°北東に傾斜する同斜構造をなしている．田中
（197０）により，磯合層は岩相層序ユニット Is 1 ～
Is 8 の 8 つに区分されている（図 1 ）．Is ２ ～Is 3 下部
では土石流堆積物，スランプ性褶曲，スランプブロッ
クなどの海底地滑り堆積物を含んでおり（田中�
197０），Is 3 中部～Is 4 下部では傾斜が南へ逆転する

Nemuro�Groups�in�Hokkaido�of�northern�Japan.�The�new�specimens�from�the�Nakaminato�Group�suggest�
that�these�large�predatory�sharks,�Carcharias�and�Squalicorax,�might�have�co-existed�in�the�western�
North�Pacific�Ocean�during�the�Campanian-Maastrichtian.

Key�words : ��Late�Cretaceous,�Lamniformes,�Carcharias gracilis,�Squalicorax,�Nakaminato�Group

図 1 ． サメ類化石の産出地（ひたちなか市平磯海岸〜磯崎海
岸）．地理院地図（電子国土 Web（https ://maps.gsi.
go.jp），田中（1970）および Masukawa and Ando （2018）
をもとに作図．“I.”: “Isurus”.

Figure 1.  The locality map of fossil shark teeth along the Hiraiso-
Isozaki coast, Hitachinaka City. It is modified from 
the map published by Geospatial Information Authority 
of Japan（https ://maps.gsi.go.jp/）, Tanaka（1970）and 
Masukawa and Ando（2018）. “I.”: “Isurus”.
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層準がみられる（図 ２ ）．Is 7は “Inoceramus” kusiroensis
の産出によって蝦夷層群函淵層の上駒部層最上部から
平太郎沢部層中部までと対比され，下部マーストリヒ
チアン階上部～上部マーストリヒチアン階下部である
とみなされる（安藤�２００6）．カンパニアン階／マース
トリヒチアン階境界は，Hu ２ から Is ２ にかけての範
囲に存在すると考えられている（Masukawa�and�
Ando�２０18）．

既知の脊椎動物化石のうち，Saito（196２）が報告
したサメ類 “Isurus” nakaminatoensis の産出層準は，
田中（197０）による区分に当てはめると Is 6 からの
産出とされる（Masukawa�and�Ando�２０18）．加藤ほ
か（２０17）が報告した翼竜類およびモササウルス類の
産出層準は，Is 3 下部である．加藤ほか（２０17）が報
告したスッポン類の肋板は Is 3 下部に由来すると推
測される転石から得られていたが，のちに同種と考え
られるスッポン類の肋板 ２ 点が Is 3 下部から報告さ
れた（加藤ほか�２０19）．本稿で報告するサメ類化石 7
点のうち， ２ 点は Is ２ から， 4 点は Is 3 から産出し
た（ 図 1 ）． 残 る 1 点（INM-4-1677２） は， 磯 合 層
Is 8 の礫岩層の分布する海岸に半ば埋没していた転石
から採取された．この転石は直径4０�cm 以上の角礫で
ほとんど円磨されていなかったことから（図 3 ），産
出地点からあまり移動していないと考えられ，本標本
は Is� 8 に由来するものと推定される．

3 ．記載
軟骨魚類の分類については Nelson�et�al.�（２０16）に

従った．標本の計測方法については上野ほか（1989）

を参考とした．なお，本論文で報告する歯化石は，す
べてミュージアムパーク茨城県自然博物館所蔵標本
（INM:�Ibaraki�Nature�Museum）として登録されて
いる .

Class�Chondrichthyes�Huxley,�188０
Infraclass�Elasmobranchii�Bonaparte,�1838

Division�Selachii�Nelson,�２００6
Order�Lamniformes�Berg,�1958

Family�Odontaspididae�Müller�and�Henle,�1839
Genus�Carcharias�Rafinesque,�181０

Carcharias cf. gracilis （Davis, 1890）
シロワニ属：カルカリアス・グラシリス（参照）

（Plate�1,�A）
標本：INM-4-1677２
産�出層準：那珂湊層群　磯合層　Is 8 由来と推定され

る転石から採取．
計�測 値： 唇 側 面 咬 頭 長14.3mm， 舌 側 面 咬 頭 長

11.5mm，歯根幅13.3mm，咬頭厚6.4mm，歯牙最大
高19.1mm

記�載：ほぼ完全に保存されている大型の歯牙である．
主咬頭と 1 対の副咬頭からなる．近心副咬頭の歯根
の近心側に欠損があり，舌側面には物理的に除去困
難なマトリクスが付着している．歯根の近心副咬頭
基部から遠心副咬頭基部にかけて存在する破断部は
接着し，補強している．主咬頭は大きく，細長く
尖っており，遠心にやや傾く．遠心観で咬頭はわず
かに S 字を描く．舌側面は正中に向かって厚みを

図 2 ． 那珂湊層群磯合層の岩相ユニット Is2 および Is3 の柱状
図．星印はサメ類化石の産出層準を示す．増川・安藤 
（2018）をもとに作図．

Figure 2.  The geologic columnar section of lithostratigraphic 
units Is2 and Is3 of the Isoai Formation, Nakaminato 
Group. Asterisks indicate fossil shark teeth horizons. 
Modified from Masukawa and Ando（2018）.

図 3 ． サメ類化石（Carcharias cf. gracilis :  INM-4-16772）が
含まれていた海岸礫．

Figure 3.  A beach gravel bearing the fossil shark tooth（Carcharias 
cf. gracilis :  INM-4-16772）.
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増し，基底から咬頭 1 / ２ 付近までにかすかな皺襞
が備わる．唇側面は全体的にほぼ平坦で滑らかであ
るが，基底には不規則な短い皺襞があり，尖頭部分
では正中に向かってわずかに厚みを増し，基底中央
で陥入する．主咬頭の切縁は明瞭で鋭く，基底まで
連続して，副咬頭切縁とつながる．近心・遠心副咬
頭は小さく扁平な三角形で，遠心に傾く．切縁は明
瞭で鋭い．側面観において，わずかに舌側へ曲が
る．咬頭と歯根の間には，舌側面で歯頸帯が発達す
る．歯根は深く二叉して近心・遠心方向へ伸び，い
ずれの根尖も丸い．歯根舌側隆起が発達するが，栄
養溝の有無は欠損のため不明である．唇側面は中央
に向かって陥入する．

分�類の検討：本標本は，主咬頭が大きく切縁は明瞭
で，歯根は近心・遠心方向に二叉しており，多くの
ネズミザメ目と共通の特徴を持つ．また，主咬頭は
細長く遠心面観で S 字状をなすことや， 1 対の副
咬頭を持つこと，歯頸帯を備えること，歯根舌側隆
起が発達すること，歯根は深く二叉して近遠心根が
明瞭であること，根尖が丸いことから，オオワニザ
メ 科 Odontaspididae に 分 類 さ れ る（Compagno�
２００1 ; �Welton�and�Farish�1993）．

白亜系から産するオオワニザメ科としては，
Carcharias 属（ シ ロ ワ ニ 属 ），Cenocarcharias 属，
Hispidaspis 属，Johnlongia 属，Odontaspis 属（オオ
ワニザメ属），Roulletia 属，Pueblocarcharias 属が知
られている（Cappetta�２０1２,�Bourdon�et�al.�２０11）．
本 標 本 の 歯 牙 最 大 高 は19.1mm で あ る が，
Cenocarcharias 属は 8 mm を超えず，Johnlongia 属
は7.5mm を超えない（Cappetta�２０1２）ことから区
別される．また，本標本は主咬頭の舌側面にかすか
な皺襞を備えているが，Odontaspis 属は主咬頭の舌
側面は完全に滑らかである（Cappetta�２０1２）こと
から区別される．また，本標本の副咬頭は 1 対しか
なく，扁平な三角形であり，近心・遠心副咬頭とも
に遠心に傾くが，Hispidaspis 属は多数の副咬頭ある
い は 鋭 い 小 突 起 を 備 え（Cappetta�２０1２），
Pueblocarcharias 属は主咬頭に向かって傾く ２ 対の
副咬頭を備える（Bourdon�et�al.�２０11）ことから区
別される．さらに，本標本は咬頭の唇側面の基底に
短い皺襞を備えるが，Roulletia 属の唇側面は完全に
滑らかである（Vullo�et�al.�２００7）ことから区別さ
れる．したがって，本標本は Carcharias 属である
と判断される．

Carcharias 属のうち，咬頭の唇側面の基底に短い
皺襞を備えるものは，C. gracilis および C. striatula
が知られている（Cappetta�and�Corral�1999,�Cook�
et�al.�２０13）．本標本の歯牙最大高は19.1mm である

が，C. striatula は大きくとも1０mm 程度である（e.�
g.�Cook�et�al.�２０13,�Siverson�1997）ことから区別さ
れる．C. gracilis の歯根の唇側面は高くなく，舌側
面はよく発達して斜めであり，基底面は丸みを帯び
る（Cappetta�and�Corral�1999）ことなどの特徴が
本標本と一致する．したがって，本標本は C. 
gracilis である可能性が高い．ただし，本種はタイ
プ標本が不完全な保存であるため，形態的特徴の確
立が困難であることが指摘されており（Cappetta�
and�Corral�1999），現時点で本標本の確実な同定は
困 難 で あ る こ と か ら， こ こ で は Carcharias�cf.�
gracilis としておく．

cf. Carcharias sp.
シロワニ属未定種（参照）

（Plate�1,�B）
標本：INM-4-16773
産�出層準：那珂湊層群　磯合層　Is 3
計�測値：唇側面保存咬頭長17.5mm，咬頭保存幅

13.6mm，唇側面咬頭保存高２1.０mm，咬頭保存厚
5.5mm

記�載：大型の歯牙であり，主咬頭尖頭および近心・遠
心副咬頭，近心・遠心の根尖を欠く．保存されてい
る主咬頭は，唇側面において尖頭側のエナメロイド
の一部が剥離しており，近心縁中央部から遠心縁基
部にかけて生じた破断を接着している．歯根舌側隆
起には風化によって生じた欠損がある．主咬頭は大
きく，細長く伸び，遠心にやや傾く．舌側面は正中
に向かって厚みを増し，基底から咬頭の中央付近ま
でに弱い皺襞が備わる．唇側面はほぼ平坦で，基底
には短く明瞭な線条が備わる．主咬頭の切縁は明瞭
で鋭く，近・遠心縁の末端に 1 対の副咬頭が備わっ
ていた痕跡が認められる．近心・遠心副咬頭の痕跡
（破断面）は小さく円形であり，その唇側面および
近心・遠心面それぞれに短く間隔の広い線条が備わ
る．咬頭と歯根の間には，舌側面で歯頸帯が発達す
る．歯根舌側隆起が発達するが，栄養溝の有無は欠
損のため不明である．歯根は深く二叉し，近心・遠
心へ伸びる．

分�類の検討：本標本は，主咬頭が大きく切縁は明瞭で，
歯根は近心・遠心方向に二叉しており，多くのネズ
ミザメ目と共通の特徴を持つ．また， 1 対の副咬頭
を持ち，咬頭の唇側面の基底に短く強い線条がある
という特徴を備えるため，白亜系から産するネズミ
ザメ目としては，所属科不明 Cretodus 属，エオプト
ラムナ科 Protolamna 属，Leptostyrax 属，オオワニザ
メ 科 Carcharias 属，Cenocarcharias 属，Hispidaspis
属，Pueblocarcharias 属 と 類 似 す る（Welton�and�
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Farish�1993 ; �髙桒ほか�２０18 ; �Tomita�and�Kurihara�
２０11 ; �Cappetta�２０1２ ; �Vullo�et�al.�２００7）．本標本は
唇 側 面 保 存 咬 頭 長 が 17.5mm で あ る が，
Cenocarcharias 属 は 歯 牙 最 大 高 が 大 き く と も
11.5mm である（Vullo�et�al.�２００7）ことから区別さ
れる．また，Protolamna 属は歯牙最大高が大きくと
も２０mm であり，咬頭の高さはその約半分である
（Cappetta�２０1２）ことから区別される．また，本
標本の副咬頭は 1 対のみであるが，Hispidaspis 属は
多 数 の 副 咬 頭 あ る い は 鋭 い 小 突 起 を 備 え
（Cappetta�２０1２），Pueblocarcharias 属は ２ 対の主
咬頭を備える（Bourdon�et�al.�２０11）ことから区別
される．また，Leptostyrax 属は主咬頭の切縁が基底
部で唇側へ反り返る（Cappetta�２０1２）ことから，
本標本とは区別される．さらに，本標本の近心・遠
心の副咬頭の基部は小さく円形であるが，Cretodus
属の副咬頭は幅の広い三角形である（Cappetta�
２０1２）ことから区別される．上記の検討により，本
標本はオオワニザメ科 Carcharias 属である可能性
が高い．ただし，本標本の保存は不完全であるた
め，cf.�Carcharias�sp.�に留めておく．

Family�Anacoracidae�Casier,�1947
Genus�Squalicorax�Whitley,�1939

cf.�Squalicorax sp.
スクアリコラクス属の一種（参照）

（Plate�２,�A）
標本：INM-4-16768
産出層準：那珂湊層群　磯合層　Is 3 下部
計�測値：唇側面歯冠保存長7.０mm，歯冠保存幅6.9mm，

歯冠保存厚２.6mm
記�載：歯冠の尖頭部分のみが保存された断片的な標本

である．歯冠は正三角形に近いが，遠心方向へわず
かに傾く．舌側面は滑らかで，正中に向かって厚み
を増す．唇側面は滑らかで，ほぼ平坦である．尖頭
において近・遠心縁は約6０度で交わる．近心縁は緩
やかに膨出するが，遠心縁は緩やかに湾入する．近
心・遠心の切縁は明瞭で，粒状に球面をなす鋸歯を
5 mm につき16個程度備えている．基底面観では唇
舌方向に圧縮された円弧状の断面をなす．

分�類の検討：本標本は歯冠が遠心に傾いており，切縁
に鋸歯を備えることから，白亜系から産するサメ類
としてはアナコラクス科であると判断される
（Cappetta�1987,�上野・鈴木�1995）．

ア ナ コ ラ ク ス 科 の Ptychocorax 属 お よ び
Squalicorax 属は，近心・遠心の切縁に鋸歯を備え
る（Cappetta�２０1２）ことから本標本と類似する．

本標本の遠心縁は緩やかに湾入するが，Ptychocorax
属の遠心縁はわずかに膨出する（Cappetta�２０1２）
ことから区別され，Squalicorax 属の遠心縁は踵を
備えない場合に湾入する（Cappetta�２０1２）ことか
ら類似する．したがって，本標本は Squalicorax 属で
ある可能性が高い．ただし，本標本は歯根を欠くな
ど部分的であるため，cf.�Squalicorax�sp.�としておく．

Infraclass�Elasmobranchii�Bonaparte,�1838
Division�Selachii�Nelson,�２００6

Selachii ord., fam., gen. et sp. indet. A
サメ区の一種 A
（Plate�２,�B）

標本：INM-4-16764
産出層準：那珂湊層群　磯合層　Is 3 下部
計�測値：咬頭保存高7.8mm，咬頭保存幅3.3mm，咬頭

保存厚1.6mm
記�載：咬頭の尖頭部分のみが保存された部分化石であ

る．咬頭は細長い．舌側面は滑らかで，正中に向
かって厚みを増す．唇側面は滑らかで，正中に向
かってわずかに厚みを増す．尖頭において近・遠心
縁は約２０度で交わる．切縁は明瞭で鋭い．基底面観
ではレンズ状の断面をなす．

分�類の検討：本標本は細長い咬頭であり，舌側面は正
中に向かって厚みを増し，切縁は滑らかであるとい
う特徴を備えるため，ネズミザメ目（e.�g.�オオワ
ニザメ科，ミツクリザメ科，クレトキシリナ科，オ
ナガザメ科，ネズミザメ科），カグラザメ目（e.�g.�
オルサコダス科），メジロザメ目（e.�g.�ドチザメ
科 ） と 類 似 す る（Welton�and�Farish�1993,�
Cappetta�２０1２）．本標本の咬頭保存高は7.8�mm で
あるが，白亜紀のドチザメ科はいずれの属も 4 �
mm を超えない（Cappetta�２０1２）ことから区別さ
れる．したがって，本標本はネズミザメ目またはカ
グラザメ目に属する可能性が高い．本標本は断片的
であるため，サメ区の一種に留めておく．

後述するサメ区の一種 C（INM-4-16766，16767）
が明瞭な条線を備えるのに対して区別が容易であ
る． ま た， 後 述 す る サ メ 区 の 一 種 B（INM-4-
16765）と比べて，舌側面および唇側面の膨出の程
度や，基底面観での断面形状が異なることから，こ
こではサメ区の一種 A として区別しておく．

Selachii ord., fam., gen. et sp. indet. B
サメ区の一種 B
（Plate�２,�C）

標本：INM-4-16765�
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産出層準：那珂湊層群　磯合層　Is 3 下部
計�測値：咬頭保存高9.０mm，咬頭保存幅4.7mm，咬頭

保存厚２.7mm
記�載：咬頭だけの部分化石で，尖頭および咬頭下部か

ら歯根を欠く．風化によって生じた亀裂により，中
央で左右に二分されている．舌側面は滑らかで，正
中に向かって厚みを増す．唇側面は滑らかで，ほぼ
平坦である．切縁は明瞭で鋭い．基底面観で破断面
は半円形をなす．

分�類の検討：本標本は細長い咬頭であり，舌側面は正
中に向かって強く厚みを増し，切縁は滑らかである
という特徴を備えるため，ネズミザメ目（e.�g.�オ
オワニザメ科，ミツクリザメ科，クレトキシリナ
科，オナガザメ科，ネズミザメ科），カグラザメ目
（e.�g.�オルサコダス科），メジロザメ目（e.�g.�ドチ
ザメ科）と類似する（Welton�and�Farish�1993,�
Cappetta�２０1２）．本標本の咬頭保存高は9.０�mm で
あるが，白亜紀のドチザメ科はいずれの属も 4 �
mm を超えない（Cappetta�２０1２）ことから区別さ
れる．したがって，本標本はネズミザメ目またはカ
グラザメ目に属する可能性が高い．本標本は断片的
であるため，サメ区の一種に留めておく .

後述するサメ区の一種 C（INM-4-16766，16767）
が明瞭な条線を備えるのに対して区別が容易であ
る． ま た， 前 述 し た サ メ 区 の 一 種 A（INM-4-
16764）と比べて，舌側面および唇側面の膨出の程
度や，基底面観での断面形状が異なる．そのため，
ここではサメ区の一種 B として区別しておく．

Selachii ord., fam., gen. et sp. indet. C
サメ区の一種 C
（Plate�２,�D-E）

標本：INM-4-16766
産出層準：那珂湊層群　磯合層　Is ２ 上部
計�測値：咬頭保存高7.8mm，咬頭保存幅２.7mm，咬頭

保存厚２.1mm
記�載：咬頭だけの部分化石で，尖頭および咬頭下部か

ら歯根を欠く．咬頭は剖出時に中央部で破断し， ２
分されている．咬頭は細長い．舌側面は正中に向
かって強く厚みを増し，歯頸側には２4本の規則的な
線条が認められる．唇側面は平坦で滑らかである．
切縁は明瞭で鋭い．

標本：INM-4-16767
産出層準：那珂湊層群　磯合層　Is ２ 上部
計�測値：唇側面咬頭保存長6.4mm，咬頭保存幅1.9mm，

咬頭保存厚1.7mm
記�載：咬頭の尖頭部分のみが保存された部分化石であ

る．咬頭は細長い．舌側面は強く膨出し，歯頸側に

は17本の規則的な条線が認められる．唇側面は平坦
で滑らかである．切縁は明瞭で鋭い．

分�類の検討：これらの標本はいずれも細長い咬頭で，
舌側面は強く膨出して歯頸側に条線があり，唇側面
は平坦であるという特徴を備えるため，ネズミザメ
目（e.�g.�ミツクリザメ科 Scapanorhynchus 属），カグ
ラザメ目（e.�g.�パラオルサコダス科 Paraorthacodus
属），シネコダス目（e.�g.�パラエオスピナクス科
Synechodus 属）と類似する（Cappetta�２０1２）．本標
本は断片的であるため，サメ区の一種に留めておく．

先述したサメ区の一種 A（INM-4-16764）および
B（INM-4-16765）とは，咬頭の細さや条線の有無
で区別が容易である．そのため，ここではサメ区の
一種 C として区別しておく．

4 ．議論
4.1．Carcharias cf. gracilis 歯化石の産出意義

C. gracilis のタイプ標本は，スウェーデンの暁新統
か ら Scapanorhynchus gracilis と し て 記 載 さ れ た
（Davis�189０）が，Siverson（1995）によってオオワ
ニザメ科の Carcharias 属に再分類された．近年，本
種もしくは Carcharias�aff.�gracilis の歯化石がヨーロッ
パの上部白亜系マーストリヒチアン階からも報告され
て い る（Cappetta�and�Corral�1999 ; �Adolfssen�and�
Ward�２０14）．そのため，本種は白亜紀末の大量絶滅
を生き延びた種の 1 つであると考えられている
（Adolfssen�and�Ward�２０14）．日本では C. gracilis あ
るいは本種に類似する種類の化石記録は従来知られて
いなかったが，本研究によって本種が後期白亜紀の北
西太平洋にも生息していたことが示唆された．
4.2．Carcharias 属歯化石の産出意義

これまで日本の白亜系からの Carcharias 属の産出
記録は乏しく，下部白亜系バレミアン階（Carcharias�
sp. ; �髙桒ほか�２００8）からの報告が唯一であった．そ
のため，那珂湊層群から産出した Carcharias 属歯化
石は，日本の上部白亜系からの本属の産出として初記
録である．これにより，北西太平洋域において後期白
亜紀に存在した本属の生息レンジのギャップが埋めら
れた．

なお，オオワニザメ科 Odontaspis 属の北西太平洋
域の白亜紀における産出レンジは，下部白亜系アプチ
アン階から上部白亜系マーストリヒチアン階までであ
る．これまで，下部白亜系アプチアン階（Odontaspis�
sp. ; �中生代サメ化石研究グループ�1977），上部白亜系
セノマニアン階（Odontaspis�sp. ; �中生代サメ化石研究
グループ�1977），コニアシアン階（Odontaspis�sp. ; �菜
花�1991,�上野・鈴木�1995），サントニアン階～カンパ
ニアン階（Odontaspis�cf.�complanate ; �Yabe�19０２），カ
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ンパニアン階～マーストリヒチアン階（Odontaspis 
（?）�sp. ; �西本・両角�1979）から報告されている．た
だし，196０年代に Carcharias 属が Odontaspis 属のシ
ノニムとされ（White�1961 ; � ICZN�1965），198０年代
後半になって再び両属が有効属とされた（Compagno�
and�Follet�1986 ; � ICZN�1987）経緯があるため，この
時期に報告された Odontaspis 属化石については今後
再検討の必要がある .
4.3．cf. Squalicorax sp. の産出意義

日本から産出した Squalicorax 属歯化石の報告は少
なく，これまでに北海道の蝦夷層群（セノマニアン階
～チューロニアン階）から Squalicorax�sp.（後藤�
1994），福島県の双葉層群足沢層（コニアシアン階）
から S. falcatus（上野・鈴木�1995），熊本県の姫浦層
群（サントニアン階）から Squalicorax falcatus および
Squalicorax�sp.�（Kitamura�２０19），愛媛県の和泉層群
（上部カンパニアン階）から Squalicorax�sp.�（Uyeno�
et�al.�1981），そして大阪府の和泉層群（マーストリヒ
チ ア ン 階 ） か ら S.�cf.� falcatus,�S.�cf.�kaupi,�S.�cf.�
pristodontus（谷本ほか�２０００，２００1）が報告されてい
るに過ぎない．

今回，茨城県の那珂湊層群から cf.�Squalicorax�sp.�
の歯化石が確認されたことで，Squalicorax 属が西南
日本内帯の和泉層群と東北日本の那珂湊層群において
共通するサメ類の要素であることが示唆された．ま
た，後期白亜紀の北西太平洋において，大型の肉食性
サメ類である Carcharias 属と Squalicorax 属が共存し
ていたことが示唆された．
4.4．サメ区の一種（A，B，C）の歯化石の産出意義

今回，断片的なサメ類歯化石 4 点について，形態的
な特徴の違いからサメ区の一種（A，B，C）として
判別した．

サメ区の一種 A および B は，ネズミザメ目または
カグラザメ目に属する可能性が高い．サメ区の一種 C
は，ネズミザメ目またはカグラザメ目，シネコダス目
である可能性が高く，Carcharias 属および Squalicorax
属のいずれとも異なる．那珂湊層群の調査を継続する
ことで，より多くの種類のサメ類化石が産出すること
が期待される．

5 ．結論
本稿では，茨城県ひたちなか市に分布する那珂湊層

群を調査し，磯合層より 7 点のサメ類化石を新たに報
告した．それらは Carcharias�cf.�gracilis が 1 点，cf.�
Carcharias�sp.�が 1 点，cf.�Squalicorax�sp.�が 1 点，サ
メ区の一種（A，B，C）が 4 点である．

Carcharias�cf.�gracilis の歯化石は，日本の上部白亜
系における本属の初記録であり，Carcharias 属が後期

白亜紀の北西太平洋域に生息していたことが確認され
た．また，白亜紀末の大量絶滅を生き延びたサメ類の
一種である C. gracilis が，後期白亜紀の北西太平洋域
にも生息していたことが示唆された．cf.�Squalicorax 
sp.�の歯化石は，那珂湊層群におけるアナコラクス科
サメ類の初記録であり，Squalicorax 属が和泉層群と
那珂湊層群において共通するサメ類の要素であったこ
とが示唆された．さらに，後期白亜紀の北西太平洋域
において，大型の肉食性サメ類である Carcharias 属
と Squalicorax 属が共存していたことが示唆された .

那珂湊層群は，ほぼ同時代の西南日本に分布する和
泉層群と東北日本北部に分布する蝦夷層群・根室層群
の間にある古生物地理的な空白を埋める存在である．
したがって，那珂湊層群の研究は，白亜紀最後期の北
西太平洋域における海洋生物相の理解に重要な知見を
もたらし，白亜紀末の大量絶滅前後における海洋生物
相の変遷過程の解明にも大きく貢献することが期待さ
れる．
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図版 1 ． A. Carcharias cf. gracilis 
INM- 4 -16772 
A 1 ，舌側観 ; A 2 ，唇側観 ; A 3 ，近心観 ;  
A 4 ，遠心観 ; A 5 ，基底面観 ; A 6 ，咬合面観 ;  
A 7 ，皺襞を備える咬頭基底部の拡大． 
B. cf. Carcharias sp. 
INM- 4 -16773 
B 1 ，舌側観 ; B 2 ，唇側観 ; B 3 ，近心観 ;  
B 4 ，遠心観 ; B 5 ，基底面観 ; B 6 ，咬合面観 ;  
B 7 ，条線を備える咬頭基底部の拡大．

Plate 1.  A. Carcharias cf. gracilis 
INM- 4-16772 
A1, lingual view;  A2, labial view;  A3, mesial view;  
A4, distal view;  A5, basal view;  A6, occlusal view;  
A7, enlargement of the base of crown showing the plicae. 
B. cf. Carcharias sp. 
INM- 4-16773 
B1, lingual view;  B2, labial view;  B3, mesial view;  
B4, distal view;  B5, basal view;  B6, occlusal view;  
B7, enlargement of the base of crown showing the striation. 
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図版 2 ． A. cf. Squalicorax sp. 
INM-4-16768 
A 1 ，舌側観 ; A 2 ，唇側観 ; A 3 ，遠心観 ;  
A 4 ，近心観 ; A 5 ，基底面観 ; A 6 ，咬合面観． 
B. Selachii ord., fam., gen. et sp. indet. A 
INM-4-16764 
B 1 ，舌側観 ; B 2 ，唇側観 ; B 3 および B 4 ，隣接観 ;  
B 5 ，基底面観 ; B 6 ，咬合面観． 
C. Selachii ord., fam., gen. et sp. indet. B 
INM-4-16765 
C 1 ，舌側観 ; C 2 ，唇側観 ; C 3 および C 4 ，隣接観 ;  
C 5 ，基底面観 ; C 6 ，咬合面観． 
D. Selachii ord., fam., gen. et sp. indet. C 
INM-4-16766 
D 1 ，舌側観 ; D 2 ，唇側観 ; D 3 および D 4 ，隣接観． 
E. Selachii ord., fam., gen. et sp. indet. C 
INM-4-16767 
E 1 ，舌側観 ; E 2 ，唇側観 ; E 3 および E 4 ，隣接観．

Plate 2.  A. cf. Squalicorax sp. 
INM-4-16768 
A1, lingual view;  A2, labial view;  A3, distal view;  
A4, mesial view;  A5, basal view;  A6, occlusal view. 
B. Selachii ord., fam., gen. et sp. indet. A 
INM-4-16764 
B1, lingual view;  B2, labial view;  
B3 and B4, approximal views ;  B5, basal view;  
B6, occlusal view. 
C. Selachii ord., fam., gen. et sp. indet. B 
INM-4-16765 
C1, lingual view;  C2, labial view;  
C3 and C4, approximal views ;  C5, basal view;  
C6, occlusal view. 
D. Selachii ord., fam., gen. et sp. indet. C 
INM-4-16766 
D1, lingual view;  D2, labial view;  
D3 and D4, approximal views. 
E. Selachii ord., fam., gen. et sp. indet. C 
INM-4-16767 
E1, lingual view;  E2, labial view;  
E3 and E4, approximal views.




